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マイクロベース株式会社

空き家・再⼊居予測マップ・再⼊居シミュレータの活⽤事例資料

国⼟交通省令和 5年度空き家対策モデル事業
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空き家再⼊居率
（再⼊居数/空き家数）
（[]は町丁字数）
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空き家・再⼊居予測マップ活⽤例 重点地域・重点将来年度の策定検討

対象︓⼾建
期間︓2004-2022

累計空き家率
（空き家数/住宅数）
（[]は町丁字数）
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⾏政の介⼊が望ましい

予測結果・マップに基づき、重点エリア・重
点年度の絞り込み、施策内容を検討。

※上記記載年度はイメージです。
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再⼊居シミュレータ活⽤事例
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Step1
将来空き家予測・将来⼊居予測
（予備軍抽出・給⽔量予測）

Step2
所有者・予備軍向け
住まい調査
（意思確認・転居⽀援）

住み替え⽀援・インフラ
更新⾒直し

コンパクトシティの推進に向けて、将来空き家が増えるエリアおよび住⼾を選定し、所有者・予
備軍へ向けた住まい調査を実施。居住・売却意思を根拠とした流通⽀援、住み替え⽀援を実施。

将来給⽔受給にあった管路設計
および⽔道施設の再配置を算定

売却意思なし・居
住誘導区域外

中古住宅流通⽀援
売却意思あり

Step3
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空き家予測マップ活⽤例 ⽔道凍結対策
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冬季の⽔道凍結事故防⽌に向けて、過去の⽔道使⽤量から空き家予測を⾏います。急激な冷え込みが予想さ
れる場合に、事前に空き家と推察された住宅で⽔道栓を閉栓することで、⽔道凍結事故を防⽌します。

※プライバシー保護の観点から、本画像は擬似的に作成したイ
メージ画像に差し替えております。
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（豊⽥市からのフィードバック）


